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研究成果の概要（和文）：	 

本研究は、愛媛県宇和島市津島町に残る「津島貝葉」（17 世紀初期ごろ書写されたと思われる

オリヤー語版『マハーバーラタ』の「森林章・第一部」の貝葉写本）についての研究である。

2008 年度~2010 年度の研究期間内に、221 葉（両面記載で 442 葉）からなる「津島貝葉」のデ

ジタル画像化および校訂ノート付きのローマ字転写テキスト（diplomatic	 edition）の作成を

した。	 

	 
研究成果の概要（英文）：	 
The	 present	 research	 deals	 with	 the	 “Tsushima-baiyou”,	 a	 17th	 century	 palmleaf	 manuscript	 
of	 the	 Āraṇyaka	 parba	 of	 the	 Oriya	 Mahābhārata.	 During	 the	 research	 period	 of	 2008-2010	 
academic	 years,	 digital	 images	 of	 221	 leaves	 (442	 folios)	 of	 the	 Tsushima-baiyou	 were	 
made.	 A	 Diplomatic	 Edition	 of	 the	 Tsushima-baiyou	 with	 critical	 notes	 was	 prepared	 as	 
well.	 	 
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１．研究開始当初の背景	 

	 インド東部・オリッサ州において 15 世紀
半ばに活躍した有名な詩人サーララーダー

サ（Sāraḷādāsa）によって書かれた 221葉（両
面記載）からなるオリヤー語の『マハーバー

ラタ』（Sāraḷā Mahābhārata）の貝葉写本が

日本の愛媛県津島町に存在する。同貝葉写本

は江戸時代中期（18世紀）ごろに伝来したも
のとされている。現在、それは「津島貝葉」

と名づけられ、宇和島市教育委員会津島支所

教育課が市指定文化財として管理している。
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機関番号：34301	 

研究種目：基盤研究（C）	 

研究期間：2008	 ～	 2010	 	 

課題番号：20520048	 

研究課題名（和文）	 日本で発見されたオリヤー語『マハーバーラタ』の研究	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

研究課題名（英文）	 A	 Study	 of	 the	 Oriya	 Mahābhārata	 Discovered	 in	 Japan	 

	 

研究代表者	 	 	 

	 	 ダシュ	 ショバ	 （	 DASH	 	 SHOBHA	 	 ）	 

大谷大学・文学部・非常勤講師	 

	 研究者番号：20460660	 

 
 



た中世オリヤー語で記されており、その書写

年代は 17 世紀初頭と考えられる。内容は叙
事詩『マハーバーラタ』の「森林章」の第 1
部に相当するものである。 
	 日本における『マハーバーラタ』の研究は、

その殆どがサンスクリット語テキストに基

づいているものである。インドには、『マハ

ーバーラタ』がサンスクリット語だけでなく、

様々な地方言語でも書かれている。これらの

全てはサンスクリット語で書かれた『マハー

バーラタ』からの翻訳ではなく、それぞれの

地方で発展し、地方独自の色に染められた文

献である。「津島貝葉」もサンスクリット語

『マハーバーラタ』の翻訳ではなく、オリッ

サ地方独自の『マハーバーラタ』になってお

り、また、同地方は独自の貝葉写本文化を有

している。よって、「津島貝葉」も形状およ

び内容上に特徴があり、『マハーバーラタ』

の 研 究 だ け で は な く 、 写 本 学

（manuscriptology）の研究に関しても貴重
な資料であるといえる。 
	 津島町は愛媛県の南に位置する町であっ

たが、2005 年 8 月 1 日に近隣の三間町と共
に宇和島市に合併された。残念なことに市町

村の合併にともなう管轄部門の諸事情によ

り、「津島貝葉」の研究は殆どなされていな

く、その存在も全く知られていない。 
	 管見の及ぶ限り「津島貝葉」は、日本に存

在する唯一のオリヤー文字で記されたオリ

ヤー語の貝葉写本であり、インド学の面から

はもちろんのこと、江戸時代中期ごろから伝

わるとされていることにより、日本史の面で

も極めて貴重な文書と言えるのである。 
	 以上のような学術的背景により、「津島貝

葉」の研究は、様々な研究領域にその成果が

活用されると期待できるものである。 
	 

２．研究の目的	 

	 本研究の目的は、17 世紀初頭に書写され、
江戸時代中期ごろに日本に伝えられたとさ

れているインド東部・オリッサ州の『マハー

バーラタ』の貝葉写本のローマ字転写及び校

訂ノート付きテキストの作成である。加えて、

同貝葉写本についての関連資料の収集及び

日本伝来の経緯を調べることである。	 

	 

３．研究の方法	 

	 本研究は、研究代表者である DASH 
Shobha Rani（大谷大学）を中心に、連携研
究者として吉元信行（大谷大学名誉教授）＜

2008 年度のみ＞、研究協力者として森田浩
二（宇和島市教育委員会津島支所教育課担当

係長）,	 杉本浄（東海大学非常勤講師）、海

外研究協力者としてDr.	 DASH	 Subash	 Chandra

（ Senior	 Lecturer, 	 Utkal 	 University,	 

Orissa） ,	 Dr.	 DASH 	 Anirban （ Lecturer,	 

Central	 University 	 of 	 Tibetan	 

Studies,Varanasi）,	 Dr.	 M.	 Maithrimurthi	 

(Lecturer,	 University 	 of 	 Heidelberg,	 

Heidelberg)の協力のもとに進めた。 
	 

現在、オリヤー語『マハーバーラタ』には、

オリッサ地方に存在するいくつかの貝葉写

本の異本に基づき、二つのテキストが出版さ

れている。その内、本研究の対象となる「津

島貝葉」に記されている「森林章」と同内容

が書かれているテキストは、	 	 Mahābhārata:	 

Bana	 Parba,	 Dharma	 Grantha	 Store,Cuttack	 

1999-2000（以下「DGS 版」と略す）と Sāraḷā	 

Mahābhārata:	 Bana 	 Parba ,edited	 by 	 Dr.	 

Arttaballabha	 Mohanty,	 the	 Department	 of	 

Culture,	 Government 	 of 	 Orissa,	 

Bhubaneswar,	 1966（以下「SA 版」と略す）

とである。本研究では「津島貝葉」の内容を、

これらのテキストを参考にしながら、その全

体の物語の構成の解明を試みた。その結果、



「森林章」の中に説かれている物語ごとに題

名を付すことが可能となり、同貝葉写本にお

ける「森林章」の組み立てを明らかにした。

具体的には、「津島貝葉」の解読を遂行する

には、関連文献の整理・読解が必要不可欠で

ある。そのため、これら関連諸文献の整理・

読解を基礎作業と位置付け、その上で「津島

貝葉」の解読を行なった。	 

「津島貝葉」はデジタル化されていないこと

から、先ず、文字を明確に解読するためにそ

のデジタル撮影を実施した。そして、そのデ

ジタル画像を活用して、上記のテキストの対

照ノートを作成した。以上のような基礎作業

を行なった上で、「津島貝葉」の解読を進め、

そのローマ字転写テキスト（Diplomatic	 

Edition）及びその校訂ノート（Critical	 

notes）の作成に取り組んだ。読解が困難な

カラニー書体で書写された「津島貝葉」の解

読作業は、主に研究代表者と Dr.	 DASH	 Subash	 

Chandra 氏、Dr.	 DASH	 Anirban 氏によって行

なった。ローマ字転写テキスト、校訂ノート

作成および現地調査については、Dr.	 M.	 

Maithrimurthi 氏及び杉本浄博士の協力を受

けながら実施した。	 

	 

４．研究成果	 

本研究は、愛媛県宇和島市津島町に残る

「津島貝葉」（オリヤー語版『マハーバーラ

タ』の「森林章」）についての研究である。

同研究は、当該写本のローマ字転写および校

訂ノート付きテキストの作成を中心とし、同

時に、同系統貝葉写本の存在の有無や当該写

本の日本伝来の経緯についても明らかにす

ることを目的としている。また、インド東部

における『マハーバーラタ』の受容史の解明

についても本研究は有益であるため、この点

についても研究を行なうことを目的とした。

2008 年度~2010 年度は、これらについて以

下のような成果を得た。	 	 

(1)「津島貝葉」の読解作業の効率化を図るた

め、１a	 ～	 221b 葉（両面記載で 442 葉）ま

でをデジタル画像化した。	 

(2)解読困難なカラニー（karaṇī）書体で刻ま

れた当該写本の内容を利用しやすい形にし、

広く研究者に利用してもらうため、デジタル

画像化した部分について、そのローマ字転写

テキスト（diplomatic	 edition）を作成した。	 

(3)ローマ字転写したテキストを、上記に述べ

たオリッサで既に活字出版されている 2 冊の

オリヤー語版『マハーバーラタ』である DGS

版及び SA 版と比較・検討し、その校訂ノート

を作成した。	 

(4)当該写本の作成地であるインド東部・オ

リッサ州へ行き、研究調査を行った。その結

果としてオリッサ州立博物館、国立資料館東

支所および個人が所蔵するものなどに、「津

島貝葉」と同系統（つまり同一の著者であり、

同一部分で言語と書体、内容が同じ）の貝葉

写本が４本存在していることが確認できた。

さらに、ドイツのチュービンゲン大学図書館

にも同系統の一本の貝葉写本があることが

確認できている。これらの異本を用い、今後

「津島貝葉」の校訂テキストの作成に専念す

る予定である。	 

(5)	 これらの成果の中からローマ字転写テ

キストについて、以下に報告する。ただし、

頁数の制限上写本全体について掲載するこ

とは不可能であるため、その一部のみをサン

プルテキストとして提供したい。	 

 

1- a 

śrīmahābhārata āranyaka parba prathama 

khaṇḍa     lekhnaḥ 

śrī gaṇesāya namaḥ. bede rāmāyaṇe ścaiba 

paurāṇe bhārataṁ tathā. ādda madhya prānte ca 

hari sarbtra giyate. baibasuta manu agastiṅki 



kale puchā.  pāṇḍabe kaurobe hoīle ekasojhā１. 

judhiṣṭhira banabasa ho īlā kemante. tāhā 

saṁkṣapiṇa kuha muni mote. suṇa ho mahārājā 

badanti agasti. pā ṇḍabaṅku abhinna２ kalāka  

kuṝpati ３ . tuḷamāsa ４  kṛṣṇa pakṣa guṝbāra 

cauṭhi. roheṇi５ nakṣatra beḷa naba ghaḍi u ṭhi. 

se dine judhīṣṭhi je hastināku gale. dh ṛtirāṣṭra 

āgeṁ aneka  puṝsārtha６  kahile. āstāne basa 

boli ājñā dele abadhāri. āstāna madhyeṁ 

bijekale da ṇḍadhāri. judhīṣṭhi dirjodhana 

ekaīṁ āsana.  aneka  kautuka  karanti  

jodhyāmāna. āstāne ka ḷaha anargaḷa ７  neī 

pakāīlā pasā. judhīṣṭhideba tahiṅki ba ḷāīle 

manisā. śrībhuje khaḍi gheniṇa dharmasute８. 

koṭhi kā ṭa boli dele sahadebara haste. āpaṇe 

sahadeba koṭhi kā … 

1) Meaning of ekasojhā is  not  understood  

properly. Most probably a local dialect or 

writing mistake. 2) Meaning is not clear related 

to the  entire  context.  If  it  is  read  bhinna 

(instead of abhinna) which means separate, 

then the context is understood to some extent. 

3) Another name for Duryodhana. 4) The solar 

month of Kārttika. Corresponding to 

October-November. 5) The 4th asterism. 6) The 

four objects of human pursuit ( caturbarga): 

dharma (duty,  virtue),  artha (richness),  kāma 

(desire) and mokṣa (final beautitude, salvation). 

7) Meaning is not understood. It could be a 

proper name. 8) Another name for Yudhiṣṭhira.  

 

1- b 

…ṭaī  khaḍi  gheni. bijayantimāḷa je kalāka 

chaka tini. e pasā kapaṭa boli kahile siraphuṭī１. 

dekhiṇa santosa je hoile judhīṣṭi. bolanti 

dharme māmu２ e nohaī tora pasā. anya pasā 

kaīṃ baḷichi manisā. āṇa āṇa pasā boli bolanti 

judhīṣṭhi. adabhute sabhā pa ḍilā pasā kāṭhi. 

baḍa ḍhaḷita pasā je sampurṇa achi dāna３ . 

dekhiṇa baḍa harasa hoīlā dirjodhana. 

dharmeṇa４ pasā āsi hoīlā upagata. sahadeba  

pā boli bo īlā ku ṛnātha５. dakṣiṇe dijodhana６ 

uttare judhiṣthi. madhyeṃṇa pāḍu sahadeba 

gheniṇa pasākāṭhi. pasā mañcāḷi je hasilā 

mantribara ７ . esaneka bicāra hoīlā 

debagaṇamānaṅkara. baibasuta manu 

puchākale agastiṅku. sahadeba kemante 

apakṣāti dele debatāṅku. suṇaho ca ītana ８ 

tahiṃra tadanta. debatāe bijekari achanti 

parbata. emanta samae pātāḷuṃ９ aīleka  abani. 

āstāne guhāri kalā kareṇa tiraṇa gheni. dhātāra 

agrate bikaḷe kahaī debi mahi. kiñceka…. 

1) Most probably a proper name. 2) Śakuni. 3) 

Number of points calculated by throwing dice 

sticks. 4) It may mean either by Lord Dharma 

or due to the virtue. 5) Another name for 

Duryodhana. 6) Dialectical expression for 

Duryodhana. 7) Sahadeba. 8) Here it is used 

for Baibasuta Manu. 9) The under earth region. 

The last of the seven regions or worlds under 

the earth, said to be peopled by the Nāgas. The 

seven regions are : Atala, Vitala, Sutala, 

Rasātala, Talātala, Mahātala, and Pātāla.  

 

2- a 

sate bhāīra bharā mu na pāraī sahi. bikrami 

cālante se ṛdhīra bahaī mukheṃ. āsāṅgata 

hoībaṭī prāṇa baḍa dukheṃ. debatāe kaḷaha 

anarthaku rāī. tumbhe anartha kara pāṇḍebaṅku 

jāīṃ. judhiṣṭhiṅki pasāre harāī tumbhe āsa. 

parijāyeṃ１ judh īṣṭhi jāantu banabāsa. ddādasa 

barasa je ho ībe banagāmi. barase tera dina 

gopyāna ho ībe dh ārmika mahābrahmi. birāṭa 

bhubane ho ībe gopy āna. dropadi arthe bhima 

kiñcekaku kariba nidhana. brahmāra ājñāe se 

kaḷaha anargaḷa. beni bikāsile je dirjodhana 



bakṣasthaḷa. kaḷaha bisrāmilā jāīṃ 

judhīṣṭhidebaṅkara a ṅge. anargaḷa２  bikāsilā 

jāīṃ dirjodhana  hṛda bh āgeṃ. kaḷi kāḷa beni 

hoīle pasākāṭhi. e bicāramāna jāṇanti judhiṣṭhi 

dhṛtirāṣṭri. dirjodhana mukha cāhiṃ bolanti  

dharmarājā３. pasākaīṃ kisaje  karibā parij ā４. 

ākāsaṛ āsije  hoīlā upagata.  dirjodhana  boīlā 

sata pasāra ucita. beni jane dāne dāne 

ghenimāka bāchi. je hāriba se pañcu  

1) Meaning is not clear. Referring to DGS 

version it may be read parijane. 2) Most 

probably it is anartha. 3) Another name for 

Yudhiṣṭhira. 4) Scribal error.  

  

2- b 

rājye nohaī kichi. judhīṣṭhideba bo īle dd ādasa 

parijante. rājya bhāra tejiṇa se buliba banaste.  

sahadeba boīlā ābara barase teradina. eteka 

adṛsye hoība gopyāna. e barase tera dine jebe 

hoība jāṇantā. ābara tera barasa hoība rājya 

hatā. judhīṣṭhi dirjodhana suṇi hoīle tuni. 

sahadeba boīle su ṇa mātuḷa saṅkuni. jāṇaīṃ 

sahadeba debatāṅkara carita. āmbhara gupata 

nohile kiñceka nohaī hata. abasya kiñceka 

mariba bhimasenara haste. sahadeba sanamata 

karāīlā temante. beni mantriṅkara bacane rājāe 

hoīle tuṣṭi. ehipari jā hoīlā boīle judhīṣṭhi. āho 

basa dirjodhana cau pañca judhīṣṭhi. gorekha１ 

sumari dirjodhana sahadebara haste delā 

pasākāṭhi. dharma sumariṇa je pāḍaī 

mantribara. jāṇi hāra jiṇa se karaī bicāra. deba 

bhiāṇa sumari je pāḍaī sahadeba. paḍilā 

bāmañcā２ je jiṇile kauroba. judhīṣṭhidebe je 

hārile rājyabhāra. kau… 

1) An epithet for Lord Viṣṇu. 2) Referring to 

DGS version it should be read cauka. 

 

3- a 

…robe sānanda je hoīle apāra. jāa ho pāṇḍabe 

kṣaṇe heṃ na  ṛha. karma ādariṇa banabāsa 

dukha saha. bhakṣa kandamuḷa bane m ṛgayā 

beṇṭa １  jiba. ddandamāna ch āḍi nirddanda 

hoība. bahuta kautuke īchāeṃ prabartti.  baḍa 

susañce bañcība dibyariti. hasanti bikhaṇḍe 

bolanti ku ṭa bola. kopeṇa bhimasena śarira 

ulasala２ . ārakta barṇa jāṇi ratnaṅkara o ḷi. 

judhīṣṭhiṅki cāhānti je kopanta sambhāḷi. 

jesaneke ja ḷadhārā bahaī sarbadāhā. cā riheṃ 

syānti hoī sthira  kale  dehā.  tāmasani３ besi je  

hoīle śarira. u ṭhiṇa ca ḷile se bane pañcubira. 

kopeṇa bhimasena bolaī ākrosi. bacaneka 

suṇimā tumbhe sabhāre acha basi. ddādasa 

barasa bulibuṃ āmbhe  bane.  madhyeṇa barase 

āmbhe thibuṃ je  gopyāne.  trayodasa  barasa  

trayodasa dina sate bhrātara mu ghenibiṃ 

jibana. ekeṃ na  māraī jebe  kuṛ sate  bire.  

svargajanakaīṃ mu  na  pa īṃ paraśastrareṃ４. 

karṇa saṅkuni je dirjodhana dekhante. 

dusāsanara beni bhuja opā… 

1) Meaning is not clear. Most probably some 

kind of local expression. 2) Seems to be a 

scribal error. 3) Should be corrected as 

tāpasani. 4) Should be read as parajanmare. 

 

3- b 

…ḍibiṃ niate.  ṛdhīra p āne je kopa karibiṃ 

syānti. ethakaīṃ	 mote kehi na kahiba bāchi. 

dropadira kesa ākarṣaṇa kalā haste. tebe se 

kesa b āndhi debiṃ ehāra  sroṇite. pitā mohora 

svarge je na pāība gati. kuṛ rājāku  jebe  na  

māraībi goti１. dirjodhana jiṅghāsilā je jānu deī 

toḷi. tahiṃ se  gadā neī piṭībaīṃ toḷi. māraṇa 

makuṭa je mardibiṃ ehāri.  jiba  jamapura  e  

bhrāthaku āgakari. sate bhrātha e hoīle mohora 

āgeṃ２. arjuna karṇakaīṃ māriba sama jogeṃ. 

sahadeba muḷe je saṅkuni ku ṭabādi. pasāre 



āmbhara je ghenāīṃ sampradh ī３ . suṇiṇa 

sabhājane bismae manacita. jāhā se boīlā 

kariba niata. ku ḷakṣae kāraṇa je hoīlāka āsi. 

bhiṣma droṇa k ṛpeje sabhāre prakāsi. loke 

apakṣāti pāīlā dhṛtirāṣṭra. kuḷa kṣae kāraṇa kalā 

sehu bāṭa. karṇa saṅkuni boīle baṃsa galā hata. 

banabāsa tāṅku je ho īlā bhalamata. trayodasa 

barasa banabāsa pasiba. tahuṃ āsi  bāndhaba  

sahite nāsi…  

1) Seems to be a local expression. 2) Should be 

read as bhāgeṁ. 3) Should be corrected as 

samṛddhi. 4)  
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